
 

○ 委員長報告 

 ９月定例本会議で報告された総務企画国体委員長報告は、以下のとおりです。 

 

平成２８年９月定例会 

 

 

総務企画国体委員長報告 

 

報告いたします。 

当委員会に付託されました議案の審査結果は、お手元に配付されております

委員会審査報告書のとおりでありまして、いずれも原案のとおり可決決定され

ました。 

以下、審査の過程において論議された主な事項について、その概要を申し上

げます。 

「行革甲子園 2016」についてであります。 

このことについて一部の委員から、今回対象を全国の市区町村に拡大したと

のことであるが、その目的と反響はどうかとただしたのであります。 

これに対し理事者から、平成 24 年、26 年に開催した行革甲子園では、発表

された優良事例が他市町に波及する例が多数見られるなど、県内市町の行革の

底上げに大きな効果があったものと認識している。 

市町においては、地方創生の取り組みが本格化する一方、人口減少や高齢化

の進展等により厳しい財政状況が続いており、「行革甲子園 2016」の開催によ

り、全国の先進事例のノウハウを直接得ることで、県内市町の更なる行革推進

を支援したいと考えている。 

全国の市区町村から先進事例を募集したところ、全 47 都道府県の 110 市町

村から、104に及ぶ創意工夫あふれる取り組み事例の応募があり、11月１日に

は、書類審査を通過した８団体がプレゼンテーションを行い、複数の審査員に

よりグランプリを決定し、表彰することとしている。 

なお、全ての応募事例を、県のホームペ―ジに掲載するとともに、事例集を

作成して、応募団体はじめ関係機関に配布するなどして、県内や全国の市区町

村の政策立案に役立てていただきたいと考えている旨の答弁がありました。 

第２点は、松山空港国際化支援事業についてであります｡ 

このことについて一部の委員から、今回の支援を行うにあたって、費用対効

果はどうか。また、松山空港の国際空港としての在り方とソウル線の再開につ

いて、どう考えているのかとただしたのであります。 

これに対し理事者から、平成 27 年度の松山空港国際線に係る支援経費とし

ては、空港施設使用料の減免による航空会社への支援や、インバウンド・アウ

トバウンドでの旅行商品造成支援など、合わせて約１億円を支出している。 



一方、民間シンクタンクの試算では、平成 27 年度のソウル線・上海線に

よる県内への経済効果は約 10億３千４百万円と、約 10倍の効果があり、県内

経済の活性化に大きく寄与していると考えている。 

海外との直行便は、経済・文化交流における重要な交通基盤であり、県民の

利便性向上や、広域連携による外国人観光客の誘致という観点からも、松山空

港が国際線を有することの意義は大きいと考えており、費用対効果を念頭にお

きながら、国際線の維持、拡充を進めていきたい。 

また、ソウル線については、利用者から再開を望む声も多く寄せられており、

アシアナ航空子会社のＬＣＣエアソウルを軸に運航再開を働きかけていると

ころである旨の答弁がありました。 

第３点は、えひめ国体時の災害対応についてであります｡ 

このことについて一部の委員から、熊本や長崎、また、いわて国体でも、開

催前に台風による被害等が出ており、えひめ国体でも災害時に備えた対策が必

要と考えるがどうかとただしたのであります。 

これに対し理事者から、災害時には、各競技場が使えなくなった場合にどう

するのか、アクセス道路の確保、行幸啓・お成りのルート変更やそれに伴う警

備など、いろいろなことに対応していかなければならない。 

その中で、開・閉会式については、各開催県とも、荒天の際の式典会場を準

備しており、本県においても同様に、屋内施設で規模を縮小した形での開催を

考えている。 

また、来年の国体本番に備え、本年４月から国体時の会場を使ってリハーサ

ル大会が実施されているが、一部競技では雨の影響等で試合数を減らして実施

したものもあり、こうした経験が、各市町とも徐々に積み上がっている。 

えひめ国体・えひめ大会には、県内外から多くの選手・役員が集まるが、参

加者の中には、子どもたちもたくさん含まれることから、備えあれば憂いなし

との観点で、安全確保にも万全の備えで取り組みたいと考えている旨の答弁が

ありました。 

このほか、 

・職員の朝型勤務 

・職員のメンタルヘルス対策 

・地方創生プランニングサポート事業 

・四国一周サイクリング情報発信事業 

・いわて国体での本県選手団の成績見通し 

・競技別リハーサル大会の開催状況 

などについても、論議があったことを付言いたします。 

最後に、請願について申し上げます。 

当委員会に付託されました請願１件については、願意を満たすことができな

いとして、不採択と決定いたしました。 

以上で報告を終わります。 


